
(57)【要約】

　【課題】　操作性を向上した小型超音波探触子を提供

する。

　【解決手段】　小型超音波探触子において、超音波を

診断部位へ打ち出すと共にその診断部位からの反射波を

受信する探触子ヘッド部2aと、前記探触子ヘッド部2aに

対し超音波診断装置本体から電気信号を授受するケーブ

ル3aと、前記探触子ヘッド部2aを先端に係合すると共に

前記ーブル3aを側方に係合し、探触子ヘッド部2a側と超

音波診断装置側とに分割されるアダプタ(9，10a)とを有

するものである。よって、所望の探触子ヘッド部を使用

することができるため、操作性を向上することができる

。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 を 診 断 部 位 へ 打 ち 出 す と 共 に そ の 診 断 部 位 か ら の 反 射 波 を 受 信 す る 探 触 子 ヘ ッ ド
部 と 、 前 記 探 触 子 ヘ ッ ド 部 に 超 音 波 診 断 装 置 本 体 か ら 電 気 信 号 を 送 受 信 す る ケ ー ブ ル と 、
前 記 ケ ー ブ ル を 保 持 す る ア ダ プ タ 本 体 と 変 換 ア ダ プ タ を 備 え 、
　 前 記 変 換 ア ダ プ タ の 先 端 側 に は 、 前 記 探 触 子 ヘ ッ ド 部 を 保 持 す る た め に 側 面 が 開 口 し た
保 持 部 を 有 し 、 前 記 変 換 ア ダ プ タ の 後 端 側 に は 、 前 記 ア ダ プ タ 本 体 と 係 合 す る 係 合 部 を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 小 型 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 変 換 ア ダ プ タ に 、 視 野 の 異 な る 探 触 子 ヘ ッ ド 部 を 複 数 個 同 時 に 係 合 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 小 型 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 超 音 波 を 診 断 部 位 へ 打 ち 出 す と 共 に そ の 診 断 部 位 か ら の 反 射 波 を 受 信 す る 探 触 子 ヘ ッ ド
部 と 、 前 記 探 触 子 ヘ ッ ド 部 に 超 音 波 診 断 装 置 本 体 か ら 電 気 信 号 を 送 受 信 す る ケ ー ブ ル と 、
前 記 探 触 子 ヘ ッ ド 部 と 前 記 ケ ー ブ ル と に 係 合 す る ア ダ プ タ と を 備 え た 小 型 超 音 波 探 触 子 に
お い て 、
　 前 記 ア ダ プ タ は 、 そ の 長 手 方 向 に 前 記 探 触 子 ヘ ッ ド 部 を 固 定 す る 溝 と 前 記 ケ ー ブ ル を 固
定 す る 溝 と が 連 続 し て 形 成 さ れ 、 前 記 探 触 子 ヘ ッ ド 固 定 溝 に 前 記 探 触 子 ヘ ッ ド 部 を 係 合 し
、 前 記 ケ ー ブ ル 固 定 溝 に 前 記 ケ ー ブ ル を 係 合 す る こ と を 特 徴 と す る 小 型 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 を 診 断 部 位 へ 打 ち 出 す と 共 に 、 そ の 診 断 部 位 か ら の 反 射 波 を 受 信 し 被
検 体 の 検 査 を 行 な う 小 型 超 音 波 探 触 子 に 関 し 、 特 に 、 操 作 性 を 向 上 す る こ と が で き る 小 型
超 音 波 探 触 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ま ず 、 第 1の 従 来 例 に よ る 小 型 超 音 波 探 触 子 は 、 図 13に 示 す よ う に 、 先 端 側 が 被 検 体 体
腔 内 に 挿 入 可 能 な 形 状 に 形 成 さ れ た ア ダ プ タ 1と 、 こ の ア ダ プ タ 1の 先 端 部 に 嵌 合 さ れ る こ
と に よ っ て こ の ア ダ プ タ 1と 着 脱 可 能 に 形 成 さ れ 、 超 音 波 を 診 断 部 位 へ 打 ち 出 す と 共 に そ
の 診 断 部 位 か ら の 反 射 波 を 受 信 す る 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2と 、 こ の 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2に 対 し 超 音
波 診 断 装 置 本 体 か ら 電 気 信 号 を 授 受 す る ケ ー ブ ル 3と 、 前 記 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2に 設 け ら れ 穿
刺 針 (図 示 せ ず )を 挿 通 可 能 な 誘 導 パ イ プ (図 示 せ ず )と を 有 し て 成 っ て い た 。 こ の 誘 導 パ イ
プ 内 に は 、 後 端 側 が 針 誘 導 機 構 の ス ラ イ ダ に 固 定 さ れ た 穿 刺 針 の 先 端 が 挿 通 さ れ 、 前 記 針
誘 導 機 構 の 前 後 方 向 の 位 置 決 め に よ っ て 誘 導 パ イ プ か ら の 突 出 長 が 調 整 可 能 と な っ て い る
こ と か ら 、 被 検 体 体 腔 内 で の 前 記 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2に よ る 超 音 波 断 層 像 を 観 察 し つ つ そ の
観 察 対 象 に 穿 刺 針 を 穿 刺 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 な お 、 ア ダ プ タ 1の 後 端 側 に は 小
型 超 音 波 探 触 子 5を 把 持 す る た め の 把 持 部 4が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 第 2の 従 来 例 に よ る 小 型 超 音 波 探 触 子 は 、 図 14に 示 す よ う に 、 超 音 波 を 打 ち 出 す
と 共 に そ の 反 射 波 を 受 信 す る 探 触 子 ヘ ッ ド 部 6と 、 こ の 探 触 子 ヘ ッ ド 部 6よ り 延 び 前 記 探 触
子 ヘ ッ ド 部 6に 対 し 電 気 信 号 を 授 受 す る ケ ー ブ ル 7と を 有 し て 成 っ て い た 。 こ の 小 型 超 音 波
探 触 子 8は 、 手 術 中 に 使 用 さ れ る こ と が 主 な 目 的 で あ る た め 小 形 化 さ れ て お り 、 指 先 な ど
に 密 着 し て 操 作 で き る よ う に 形 成 さ れ て い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 02-071732号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 こ の よ う な 従 来 の 小 型 超 音 波 探 触 子 に お い て は 、 以 下 に 示 す よ う な 問 題 が あ っ
た 。 ま ず 、 第 1の 従 来 例 に よ る 小 型 超 音 波 探 触 子 5は 、 ア ダ プ タ 1の 先 端 に 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2
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を 嵌 合 さ せ る た め の 嵌 合 部 の 形 状 が 、 着 脱 す る 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2の 形 状 に 合 わ せ る 必 要 が
あ っ た た め 、 一 つ の ア ダ プ タ に 対 し て 一 つ の 探 触 子 ヘ ッ ド 部 し か 用 い る こ と が で き な か っ
た 。 こ の た め 、 観 察 に 用 い る た め の 小 型 超 音 波 探 触 子 5は 一 種 の み に 限 定 さ れ 、 観 察 視 野
は 前 方 の 観 察 視 野 α の み と な っ て し ま っ た 。 従 っ て 、 観 察 視 野 α と 異 な っ た 観 察 視 野 で 観
察 を す る 場 合 に は 、 小 型 超 音 波 探 触 子 を 一 旦 被 検 体 か ら 取 り 出 し て 、 所 望 の 観 察 視 野 を 備
え た 小 型 超 音 波 探 触 子 を 再 度 被 検 体 内 に 挿 入 す る 必 要 が あ り 、 操 作 者 の 操 作 性 は 良 好 な も
の で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 第 2の 従 来 例 に よ る 小 型 超 音 波 探 触 子 は 、 上 述 し た よ う に 手 術 中 に 使 用 さ れ る こ
と が 主 な 目 的 で あ る た め 小 形 化 さ れ て お り 、 被 検 体 の 体 表 な ど を 観 察 す る 場 合 に は 、 手 で
持 っ て 操 作 を す る こ と が 困 難 で あ っ た 。 従 っ て 、 第 2の 従 来 例 に お い て も 、 操 作 者 の 操 作
性 は 良 好 な も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 点 に 対 処 し 、 操 作 性 を 向 上 す る こ と が で き る 小 型 超
音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に よ る 小 型 超 音 波 探 触 子 は 、 超 音 波 を 診 断 部 位 へ 打
ち 出 す と 共 に そ の 診 断 部 位 か ら の 反 射 波 を 受 信 す る 探 触 子 ヘ ッ ド 部 と 、 前 記 探 触 子 ヘ ッ ド
部 に 超 音 波 診 断 装 置 本 体 か ら 電 気 信 号 を 送 受 信 す る ケ ー ブ ル と 、 前 記 ケ ー ブ ル を 保 持 す る
ア ダ プ タ 本 体 と 変 換 ア ダ プ タ を 備 え 、 前 記 変 換 ア ダ プ タ の 先 端 側 に は 、 前 記 探 触 子 ヘ ッ ド
部 を 保 持 す る た め に 側 面 が 開 口 し た 保 持 部 を 有 し 、 前 記 変 換 ア ダ プ タ の 後 端 側 に は 、 前 記
ア ダ プ タ 本 体 と 係 合 す る 係 合 部 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 ア ダ プ タ に 、 視 野 の 異 な る 探 触 子 ヘ ッ ド 部 を 複 数 個 同 時 に 係 合 し て も よ い 。
さ ら に 、 前 記 ア ダ プ タ は 、 穿 刺 針 を 案 内 す る 誘 導 パ イ プ を 備 え た も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 超 音 波 を 診 断 部 位 へ 打 ち 出 す と 共 に そ の 診 断 部 位 か ら の 反 射 波 を 受 信 す る 探 触 子
ヘ ッ ド 部 と 、 前 記 探 触 子 ヘ ッ ド 部 に 超 音 波 診 断 装 置 本 体 か ら 電 気 信 号 を 送 受 信 す る ケ ー ブ
ル と 、 前 記 探 触 子 ヘ ッ ド 部 と 前 記 ケ ー ブ ル と に 係 合 す る ア ダ プ タ と を 備 え た 小 型 超 音 波 探
触 子 に お い て 、 　 前 記 ア ダ プ タ は 、 そ の 長 手 方 向 に 前 記 探 触 子 ヘ ッ ド 部 を 固 定 す る 溝 と 前
記 ケ ー ブ ル を 固 定 す る 溝 と が 連 続 し て 形 成 さ れ 、 前 記 探 触 子 ヘ ッ ド 固 定 溝 に 前 記 探 触 子 ヘ
ッ ド 部 を 係 合 し 、 前 記 ケ ー ブ ル 固 定 溝 に 前 記 ケ ー ブ ル を 係 合 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 一 の 発 明 に よ る 小 型 超 音 波 探 触 子 に よ れ ば 、 探 触 子 ヘ ッ ド 部 を 先 端 に 係 合 す る と 共 に
ケ ー ブ ル を 側 方 に 係 合 し 、 探 触 子 ヘ ッ ド 部 側 と 超 音 波 診 断 装 置 側 と に 分 割 さ れ る ア ダ プ タ
を 有 す る こ と に よ り 、 前 記 探 触 子 ヘ ッ ド 部 側 を 交 換 可 能 と す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 前
記 探 触 子 ヘ ッ ド 部 を 交 換 容 易 と す る こ と が で き 、 操 作 者 は 所 望 の 探 触 子 ヘ ッ ド 部 を 使 用 す
る こ と が で き る た め 、 操 作 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 ア ダ プ タ に 、 視 野 の 異 な る 探 触 子 ヘ ッ ド 部 を 複 数 個 同 時 に 係 合 す る こ と に よ
り 、 そ れ ぞ れ の 観 察 視 野 を 同 時 に 確 保 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 例 え ば 探 触 子 ヘ ッ ド 部
の 前 方 の み で な く 、 そ れ と 直 交 す る 方 向 な ど を 観 察 す る こ と が で き 、 広 い 観 察 視 野 を 得 る
こ と が で き 、 一 度 に 検 査 で き る 範 囲 が 広 が っ て 、 操 作 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 ア ダ プ タ は 、 穿 刺 針 を 案 内 す る 誘 導 パ イ プ を 備 え た こ と に よ り 、 広 い 観 察 視
野 を 確 保 し つ つ 診 断 部 位 を 穿 刺 す る こ と が で き る た め 、 操 作 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 第 二 の 発 明 に よ る 小 型 超 音 波 探 触 子 に よ れ ば 、 探 触 子 ヘ ッ ド 部 を 先 端 に 係 合 す る
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と 共 に ケ ー ブ ル を 側 方 に 係 合 し 、 こ の ケ ー ブ ル を 係 合 し た 面 と 隣 り 合 う 面 に 窪 み を 設 け 、
握 り 部 を 形 成 し た ア ダ プ タ を 有 す る こ と に よ り 、 操 作 者 は 、 こ の 握 り 部 を 把 持 し て 操 作 す
る の で 操 作 し 易 く 、 操 作 性 が 向 上 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 1は 、 第 一 の 発 明
に よ る 小 型 超 音 波 探 触 子 5aの 全 体 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 こ の 小 型 超 音 波 探 触 子 5aは 、 例 え
ば 体 腔 内 超 音 波 探 触 子 で あ り 、 探 触 子 ヘ ッ ド 部 を 体 腔 内 に 挿 入 し 、 診 断 部 位 に 対 し て 超 音
波 を 打 ち 出 す と 共 に 該 診 断 部 位 か ら の 反 射 波 を 受 信 し て 、 生 体 組 織 の 音 響 特 性 の 計 測 及 び
性 状 診 断 を 行 な う も の で 、 図 1に 示 す よ う に 、 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2aと 、 ケ ー ブ ル 3aと 、 ア ダ
プ タ (9， 10a)と を 備 え て 成 る 。 尚 、 符 号 9及 び 10aは 、 前 記 ア ダ プ タ を 構 成 す る ア ダ プ タ 本
体 9及 び 変 換 ア ダ プ タ 10aを 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2aは 、 超 音 波 を 打 ち 出 す と 共 に そ の 反 射 波 を 受 信 す る こ と に よ っ て
、 生 体 組 織 の 音 響 特 性 を 観 察 す る も の で あ る 。 こ の 超 音 波 を 打 ち 出 す 手 段 と し て は 、 電 気
エ ネ ル ギ ー と 超 音 波 エ ネ ル ギ ー と を 変 換 す る 圧 電 材 料 が 用 い ら れ る 。 代 表 的 な 圧 電 材 料 と
し て は 、 例 え ば ジ ル コ ン ・ チ タ ン 酸 鉛 (PZT)系 の 圧 電 セ ラ ミ ッ ク ス 又 は チ タ ン 酸 鉛 (PbTiO 3
)系 の 圧 電 セ ラ ミ ッ ク ス な ど が あ る 。 ま た 、 こ の 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2aに よ る 体 腔 内 の 観 察 視
野 は 体 腔 内 挿 入 方 向 で あ り 、 図 1に お い て 符 号 α で 示 さ れ る 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2aに は 、 ケ ー ブ ル 3aが 接 続 さ れ て い る 。 こ の ケ ー ブ ル 3aは 、 前 記 探
触 子 ヘ ッ ド 部 に 対 し 超 音 波 診 断 装 置 本 体 か ら 電 気 信 号 を 授 受 す る も の で あ る 。 前 記 ケ ー ブ
ル 3aの 後 端 側 に は 、 ア ダ プ タ 本 体 9が 配 置 さ れ て い る 。 こ の ア ダ プ タ 本 体 9は 、 ケ ー ブ ル 3a
の 後 端 側 を 保 持 し 、 該 ケ ー ブ ル 3aと 共 に 体 腔 内 に 挿 入 可 能 な も の で あ り 、 図 3に 示 す よ う
に 、 そ の 先 端 部 が 成 す 筒 形 の 一 部 を 切 り 欠 い た 切 欠 き 部 11が 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 そ の
筒 形 の 内 周 面 に 被 係 合 部 12が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ア ダ プ タ 本 体 9の 後 端 側 に は 操 作 者
が 把 持 す る た め の 把 持 部 4が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 ア ダ プ タ 本 体 9の 先 端 に は 、 図 1に 示 す よ う に 、 変 換 ア ダ プ タ 10aが 係 合 さ れ る 。 こ
の 変 換 ア ダ プ タ 10aは 、 ケ ー ブ ル 3aの 先 端 側 を 保 持 し 、 該 ケ ー ブ ル 3aと 共 に 体 腔 内 に 挿 入
可 能 な も の で 、 図 2に 示 す よ う に 、 そ の 後 端 側 に は ア ダ プ タ 本 体 9の 被 係 合 部 12に き つ く 嵌
合 す る 大 き さ 及 び 形 状 の 凸 部 13が 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 前 記 ア ダ プ タ 本 体 9の 先 端 に 形
成 さ れ た 切 欠 き 部 11の 形 状 に 対 応 す る 突 起 部 14が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 ア ダ プ タ 本 体
9と 変 換 ア ダ プ タ 10aと を 嵌 合 す る に は 、 凸 部 13を 被 係 合 部 12に 対 し 嵌 め 合 わ せ る と 共 に 、
突 起 部 14を 切 欠 き 部 11に 対 し て 噛 み 合 わ せ る 。 従 っ て 、 前 記 嵌 め 合 わ せ に よ っ て 、 前 記 変
換 ア ダ プ タ 10aは ア ダ プ タ 本 体 9に 対 し て 固 定 さ れ 、 前 記 噛 み 合 わ せ に よ っ て 、 ア ダ プ タ 本
体 9に 対 す る 変 換 ア ダ プ タ 10aの 周 方 向 へ の 回 転 が 規 制 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 変 換 ア ダ プ タ
10aは 、 ア ダ プ タ 本 体 9に 対 し て 着 脱 自 在 と な っ て お り 、 他 の 変 換 ア ダ プ タ に 交 換 す る こ と
が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 4は 、 ケ ー ブ ル 3bと 、 こ の ケ ー ブ ル 3bの 先 端 に 形 成 さ れ 体 腔 内 挿 入 方 向 に 対 し て 直 交
す る 方 向 の 観 察 視 野 β を も つ 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2bと 、 こ の 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2bを 保 持 す る 変 換
ア ダ プ タ 10bと を 示 す 側 面 図 で あ る 。 前 記 変 換 ア ダ プ タ 10bは 、 そ の 先 端 の 一 側 面 側 が 開 口
し た 形 状 に 形 成 さ れ て い る た め 、 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2bの 観 察 視 野 β を 確 保 し つ つ 探 触 子 ヘ ッ
ド 部 2b及 び 誘 導 パ イ プ 3bを 保 持 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 図 5は 、 ア ダ プ タ 本 体 9に 前
記 変 換 ア ダ プ タ 10bを 係 合 さ せ た 場 合 の 小 型 超 音 波 探 触 子 5bの 全 体 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
こ の 小 型 超 音 波 探 触 子 5bを 用 い て 被 検 体 を 観 察 す る 場 合 に は 、 体 腔 内 挿 入 方 向 に 対 し て 直
交 す る 方 向 の 観 察 視 野 β を 観 察 す る こ と が で き る 。 な お 、 前 記 小 型 超 音 波 探 触 子 5bは 、 前
記 し た 小 型 超 音 波 探 触 子 5aと 同 様 、 変 換 ア ダ プ タ 10bと 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2bと が 嵌 合 さ れ た
状 態 で 体 腔 内 に 挿 入 可 能 な 形 状 と な っ て い る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　  図 6～ 図 9は 、 第 一 の 発 明 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 こ の 実 施 形 態 は 、 変 換
ア ダ プ タ が 互 い に 異 な っ た 視 野 を 有 す る 複 数 の 探 触 子 ヘ ッ ド 部 と 着 脱 自 在 と し た も の で あ
る 。 図 6は 、 観 察 視 野 α を 有 す る 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2aを 先 端 に 形 成 し た ケ ー ブ ル 3aと 、 観 察
視 野 β を 有 す る 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2bを 先 端 に 形 成 し た ケ ー ブ ル 3bと を 同 時 に 係 合 す る 変 換 ア
ダ プ タ 10cを 示 す 側 面 図 で あ る 。 そ し て 、 変 換 ア ダ プ タ 10cが 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2aと 2bと を 同
時 に 係 合 し た 状 態 の 小 型 超 音 波 探 触 子 5cを 図 7に 示 す 。 こ の 小 型 超 音 波 探 触 子 5cを 用 い て
被 検 体 を 観 察 す る 場 合 に は 、 体 腔 内 挿 入 方 向 と そ の 周 囲 方 向 即 ち 観 察 視 野 α と 観 察 視 野 β
と を 同 時 に 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 8は 、 観 察 視 野 β を 有 す る 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2bを 先 端 に 形 成 し た ケ ー ブ ル 3bと 、 体 腔 内
挿 入 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 で 観 察 視 野 β と 異 な る 範 囲 γ を 有 す る 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2dを
先 端 に 形 成 し た ケ ー ブ ル 3dと を 同 時 に 係 合 す る 変 換 ア ダ プ タ 10dを 示 す 側 面 図 で あ る 。 そ
し て 、 変 換 ア ダ プ タ 10dが 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2bと 2dと を 同 時 に 係 合 し た 状 態 の 小 型 超 音 波 探
触 子 5dを 図 9に 示 す 。 こ の 小 型 超 音 波 探 触 子 5dを 用 い て 被 検 体 を 観 察 す る 場 合 に は 、 観 察
範 囲 α と 観 察 範 囲 β と を 含 め た 広 い 視 野 範 囲 で 観 察 を 行 な う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 ア ダ プ タ に は 、 穿 刺 針 を 案 内 す る 誘 導 パ イ プ を 設 け て も よ い 。 こ の 誘 導 パ イ プ は 、
体 腔 内 に 挿 入 可 能 で 被 検 体 に 対 し て 穿 刺 す る 穿 刺 針 を 挿 通 可 能 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 誘
導 パ イ プ に 挿 通 さ れ る 穿 刺 針 は 、 図 示 は し な い が 、 後 端 側 が 針 誘 導 機 構 の ス ラ イ ダ に 固 定
さ れ 、 針 誘 導 機 構 の 前 後 方 向 の 位 置 決 め に よ っ て 前 記 誘 導 パ イ プ か ら の 突 出 長 が 調 整 可 能
と な っ て い る 。 こ の こ と か ら 、 被 検 体 体 腔 内 で の 前 記 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2aに よ る 超 音 波 断 層
像 を 観 察 し つ つ そ の 観 察 対 象 に 穿 刺 針 を 穿 刺 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 10は 、 第 二 の 発 明 に よ る 小 型 超 音 波 探 触 子 19を 示 す 正 面 図 及 び 側 面 図 で あ る 。 こ の 小
型 超 音 波 探 触 子 19は 、 手 術 中 に 使 用 さ れ る こ と が 主 な 目 的 で あ る た め 小 形 化 さ れ て お り 、
指 先 な ど に 密 着 し て 操 作 で き る よ う に 形 成 さ れ た も の で あ り 、 図 10に 示 す よ う に 、 探 触 子
ヘ ッ ド 部 6と 、 ケ ー ブ ル 7と 、 ア ダ プ タ 15と を 備 え て 成 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 探 触 子 ヘ ッ ド 部 6は 、 第 一 の 発 明 で 用 い た 探 触 子 ヘ ッ ド 部 2a， 2b及 び 2dと 構 成 及 び
作 用 に お い て 同 様 の も の で あ る が 、 そ の 大 き さ は 手 術 中 に 使 用 さ れ る こ と が 主 な 目 的 で あ
る た め 小 形 の も の で あ る 。 前 記 探 触 子 ヘ ッ ド 部 6か ら は ケ ー ブ ル 7が 延 び て い る 。 こ の ケ ー
ブ ル 7は 、 探 触 子 ヘ ッ ド 部 6に 対 し 超 音 波 診 断 装 置 本 体 か ら 電 気 信 号 を 授 受 す る も の で あ る
。 前 記 探 触 子 ヘ ッ ド 部 6及 び そ の 近 傍 の ケ ー ブ ル 7は 、 ア ダ プ タ 15に よ っ て 支 持 さ れ て い る
。 こ の ア ダ プ タ 15は 、 所 定 の 寸 法 及 び 肉 厚 で 形 成 さ れ て い る 。 こ の 所 定 の 寸 法 及 び 肉 厚 と
は 、 操 作 者 の 手 で 持 ち 易 い 寸 法 及 び 肉 厚 を い い 、 一 般 の 人 の 手 の ひ ら に 合 わ せ た 任 意 の 大
き さ で あ る 。 こ こ で 、 ア ダ プ タ 15の 寸 法 と は 探 触 子 ヘ ッ ド 部 6側 か ら ケ ー ブ ル 7の 後 端 側 に
延 び た 長 さ (図 10(b)に お い て 符 号 xで 示 す )で あ り 、 肉 厚 と は 寸 法 の 方 向 に 対 し 直 交 す る 方
向 の 長 さ (図 10(a)に お い て 符 号 y1及 び y2で 示 す )の こ と を い う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 図 11及 び 図 12に 示 す よ う に 、 前 記 ア ダ プ タ 15の 一 側 面 に は 、 そ の 長 手 方 向 に 延 び
る ケ ー ブ ル 固 定 溝 16が 形 成 さ れ て い る 。 こ の ケ ー ブ ル 固 定 溝 16の 幅 は 、 前 記 ケ ー ブ ル 7の
外 径 よ り 若 干 小 さ く 形 成 さ れ て お り 、 深 さ 方 向 は ケ ー ブ ル 7の 形 状 に 沿 っ て 、 後 端 側 に 向
か っ て 徐 々 に 深 く 形 成 さ れ て い る 。 更 に 、 ケ ー ブ ル 固 定 溝 16の 先 端 側 に は 、 該 ケ ー ブ ル 固
定 溝 16と 長 手 方 向 に 連 続 し て 探 触 子 ヘ ッ ド 部 固 定 溝 17が 形 成 さ れ て お り 、 ア ダ プ タ 15の 先
端 側 に 対 し 開 口 し て い る 。 こ の 探 触 子 ヘ ッ ド 部 固 定 溝 17の 内 周 面 は 、 探 触 子 ヘ ッ ド 部 6の
後 端 部 の 外 周 形 状 に 対 応 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 更 に 本 発 明 で は 、 前 記 ア ダ プ タ 15の ケ ー ブ ル 7を 係 合 し た 面 と 隣 り 合 う 面 に 窪 み が 設 け
ら れ 、 握 り 部 18が 形 成 さ れ て い る 。 よ っ て 、 操 作 者 は 、 こ の 握 り 部 18を 把 持 し て 小 型 超 音
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波 探 触 子 19を 操 作 す る の で 操 作 し 易 く 、 操 作 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 構 成 に よ り 被 検 体 の 体 表 を 観 察 す る 場 合 に は 、 探 触 子 ヘ ッ ド 部 6の 後 端 部 を 前 記 探
触 子 ヘ ッ ド 部 固 定 溝 16に 嵌 め 込 む と 共 に 、 ケ ー ブ ル 7を ケ ー ブ ル 固 定 溝 16に 押 し 込 ん で 嵌
め 込 む 。 従 っ て 、 探 触 子 ヘ ッ ド 部 6の 後 端 部 は 、 そ の 外 周 を 覆 わ れ る こ と に よ っ て ア ダ プ
タ 15に 対 し 固 定 さ れ る と 共 に 、 ケ ー ブ ル 7も そ の 外 径 よ り も 小 さ い 幅 の ケ ー ブ ル 固 定 溝 16
に 押 し 込 ま れ る こ と に よ っ て 確 実 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に ア ダ プ タ 15は 、 操 作 者 が 握 り 易 い 寸 法 及 び 肉 厚 で 形 成 さ れ て お り 、 探 触 子 ヘ
ッ ド 部 6及 び ケ ー ブ ル 7が ア ダ プ タ 15に 対 し て 確 実 に 固 定 さ れ て い る た め 、 被 検 体 の 体 表 の
観 察 を 行 な う 場 合 の 小 形 超 音 波 探 触 子 19の 操 作 性 が 向 上 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 第 一 の 発 明 に よ る 小 型 超 音 波 探 触 子 の 全 体 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ２ 】 前 記 の 小 型 超 音 波 探 触 子 に お け る 変 換 ア ダ プ タ 及 び 探 触 子 ヘ ッ ド 部 を 示 す 側 面 図
。
【 図 ３ 】 前 記 の 小 型 超 音 波 探 触 子 に お け る ア ダ プ タ 本 体 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ４ 】 前 記 の 小 型 超 音 波 探 触 子 に お け る 観 察 視 野 β を 有 す る 探 触 子 ヘ ッ ド 部 及 び 変 換 ア
ダ プ タ を 示 す 側 面 図 。
【 図 ５ 】 前 記 の 小 型 超 音 波 探 触 子 に お け る 観 察 視 野 β を 有 す る 小 型 超 音 波 探 触 子 の 全 体 を
示 す 側 面 図 。
【 図 ６ 】 前 記 の 小 型 超 音 波 探 触 子 に お け る 観 察 視 野 α 及 び β を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 及 び
変 換 ア ダ プ タ を 示 す 側 面 図 。
【 図 ７ 】 前 記 の 小 型 超 音 波 探 触 子 に お け る 観 察 視 野 α 及 び β を 有 す る 小 型 超 音 波 探 触 子 の
全 体 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ８ 】 前 記 の 小 型 超 音 波 探 触 子 に お け る 観 察 視 野 β 及 び γ を 有 す る 探 触 子 ヘ ッ ド 部 及 び
変 換 ア ダ プ タ を 示 す 側 面 図 。
【 図 ９ 】 前 記 の 小 型 超 音 波 探 触 子 に お け る 観 察 視 野 β 及 び γ を 有 す る 小 型 超 音 波 探 触 子 の
全 体 を 示 す 側 面 図 。
【 図 １ ０ 】 第 二 の 発 明 に よ る 小 型 超 音 波 探 触 子 を 示 す 正 面 図 (a)及 び 側 面 図 (b)。
【 図 １ １ 】 前 記 の 小 型 超 音 波 探 触 子 を 示 す 底 面 図 。
【 図 １ ２ 】 図 10(a)の A-A線 断 面 図 。
【 図 １ ３ 】 第 一 の 従 来 例 に よ る 小 型 超 音 波 探 触 子 を 示 す 側 面 図 。
【 図 １ ４ 】 第 二 の 従 来 例 に よ る 小 型 超 音 波 探 触 子 を 示 す 側 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 2a， 2b， 2d 探 触 子 ヘ ッ ド 部 、 3a， 3b， 3d ケ ー ブ ル 、 5a， 5b， 5c， 5d 小 型 超 音 波 探 触
子 、 9 ア ダ プ タ 本 体 、 10a， 10b， 10c， 10d 変 換 ア ダ プ タ 、 15 ア ダ プ タ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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